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豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより

127

鈴
木
信
太
郎
記
念
館
が
3
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
に
豊
島
区
が
敷
地
と
建
物
の
寄
贈
を
受
け
て
以

降
、
開
設
準
備
を
進
め
て
き
た
豊
島
区
立
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
（
フ
ラ
ン
ス
文
学

者
鈴
木
信
太
郎
の
旧
宅
）
が
東
池
袋
五
丁
目
に
開
館
い
た
し
ま
す
。

　

大
谷
石
の
擁よ
う

壁へ
き

上
に
位
置
す
る
記
念
館
は
、
書
斎
棟
を
中
心
と
す
る
展
示
エ

リ
ア
、
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
を
中
心
と
す
る
学
習
エ
リ
ア
、
座
敷
棟
を
中
心
と
す

る
多
目
的
エ
リ
ア
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
エ
リ
ア
で
は
、
建
物
の
増
改

築
の
変
遷
を
物
語
る
建
築
図
面
や
書
類
等
を
展
示
（
書
斎
棟
北
側
廊
下
部
分
）。

書
斎
棟
書
斎
内
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
関
す
る
信
太
郎
の
著
作
と
蒐
し
ゅ
う

集し
ゅ
う資
料

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
斎
南
側
の
窓
上
部
に
浮
か
び
上
が
る
信
太
郎

自
ら
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。
学

習
エ
リ
ア
で
は
、
戦
前
期
の
鈴
木
家
の
建
物
配
置
状
況
を
五
〇
分
一
の
縮
尺
で

再
現
し
た
模
型
を
展
示
す
る
ほ
か
、
信
太
郎
の
著
作
や
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
建
築

関
連
の
参
考
文
献
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
多
目
的
エ
リ
ア
で
は
、
通
常
は
、
床
の

間
・
違
い
棚
・
付
け
書
院
を
備
え
る
書し
ょ

院い
ん

造づ
く

り
の
間
取
り
を
そ
の
ま
ま
展
示
し

て
“
和
室
体
験
の
場
”
と
し
、
記
念
館
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
時

に
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。

　

五
月
以
降
は
、
開
館
記
念
事
業
と
し
て
講
演
会
や
見
学
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
い
た
し
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・「
広
報
と
し
ま
」
参
照
）。
ま
ず
は
一

度
ご
来
館
い
た
だ
き
、
当
地
が
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
発
祥
の
地

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
郷
土　

秋
山
）
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遊
学
を
中
断
し
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
帰
国

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
父
政
次
郎

は
六
月
八
日
に
死
去
、
信
太
郎
の
日
本
到
着
は

六
月
一
八
日
で
す
の
で
、
残
念
な
が
ら
父
親
の

最
期
に
立
ち
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
信
太
郎

の
遊
学
事
情
は
、
先
の
電
文
か
ら
も
う
か
が
え

ま
す
。
そ
れ
は
五
月
六
日
付
の
電
報
に
あ
る
帰

国
分
の
旅
費
と
し
て
二
五
〇
〇
円
を
送
金
し
た

と
い
う
部
分
で
す
。
帰
国
後
、
信
太
郎
は
東
京

大
学
か
ら
一
年
間
に
六
〇
〇
円
の
給
与
を
支
給
さ

れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
時
に

送
金
さ
れ
た
金
額
の
多
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。�

�

（
郷
土　

秋
山
）

　

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
仏
文
科
を
卒
業
し
た
信
太
郎
は
、
一
九

二
五
年
の
春
か
ら
自
費
で
パ
リ
に
渡
り
ま
す
。

信
太
郎
は
パ
リ
で
生
活
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら

か
じ
め
三
つ
の
目
標
を
立
て
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
ず
芝
居
を
観
る
こ
と
、
次
に
本
を
買
う
こ
と
、

そ
し
て
ヴ
ィ
ヨ
ン
（
一
五
世
紀
に
活
躍
し
た
フ

ラ
ン
ス
の
詩
人
）
を
読
む
た
め
に
中
世
フ
ラ
ン

ス
語
の
勉
強
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
合
間
に

絵
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
の
が
彼
の
生
活
ス
タ
イ

ル
で
、
大
学
の
講
義
を
聴
講
し
た
り
す
る
こ
と

は
い
っ
さ
い
計
画
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

信
太
郎
が
遺
し
た
日
記
や
手
紙
に
よ
る
と
、

約
一
年
間
の
遊
学
中
に
二
六
〇
回
の
演
劇
を
鑑

賞
し
、
毎
日
の
よ
う
に
本
屋
め
ぐ
り
を
行
い
多

く
の
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
過
程
で
パ
リ
の
著
名
な
古
書
店
シ
ャ

ン
ピ
オ
ン
書
店
の
店
主
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
シ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
親
交
を
深
め
、
そ
し
て
彼
の
協
力

に
よ
り
ヴ
ィ
ヨ
ン
研
究
家
と
し
て
有
名
な
リ
ュ

シ
ア
ン
・
フ
ー
レ
ー
か
ら
個
人
授
業
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
な
ど
、
先
に
掲
げ
た
目
標
を
ひ
と

つ
ず
つ
達
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

信
太
郎
の
フ
ラ
ン
ス
遊
学
は
経
済
的
な
心
配

を
一
切
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
自
由
に

演
劇
を
観
て
、
自
由
に
本
を
買
い
、
上
等
な
レ

ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
も

の
で
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
各
地
へ

旅
行
に
も
で
か
け
ま
す
。
一
九
二
六
年
三
月
に

は
リ
ヨ
ン
に
数
日
滞
在
し
て
本
を
買
い
、
そ
の

後
南
仏
の
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ア
ル
ル
、
ア
ヴ
ィ

ニ
ョ
ン
、
モ
ン
ペ
リ
エ
な
ど
を
ま
わ
り
、
ア

ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
で
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
文
学
の
資
料

を
大
量
に
購
入
し
て
い
ま
す
。　

　

五
月
に
は
、
信
太
郎
の
幼
な
じ
み
で
同
じ
時

期
に
フ
ラ
ン
ス
へ
絵
画
の
勉
強
に
来
て
い
た
高た
か

畠ば
た
け
た
つ
し
ろ
う

達
四
郎
ら
と
ス
ペ
イ
ン
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。

マ
ド
リ
ー
ド
で
美
術
館
を
め
ぐ
り
、
闘
牛
を
見

物
し
、
コ
ル
ド
バ
、
セ
ビ
リ
ア
、
グ
ラ
ナ
ダ
な

ど
二
週
間
以
上
の
典
型
的
な
観
光
旅
行
を
行
っ

て
パ
リ
に
戻
っ
て
き
た
の
が
五
月
二
四
日
の
こ

と
で
し
た
。

　

そ
ん
な
信
太
郎
を
待
っ
て
い
た
の
が
父
政
次

郎
の
危
篤
を
知
ら
せ
る
日
本
か
ら
の
電
報
で
し

た
（
下
写
真
参
照　

上
か
ら
五
月
六
日
付
、
五

月
二
二
日
付
、
五
月
二
七
日
付
、
鈴
木
信
太
郎

記
念
館
蔵
）。

《
五
月
六
日
付
》「
マ
サ
ジ
ロ
ウ　

ヤ
マ
イ
オ
モ

シ　

リ
ュ
ウ
ガ
ク
ヲ
キ
リ
ア
ゲ　

ス
グ
カ
エ
レ

　

リ
ョ
ヒ　

ニ
セ
ン
ゴ
ヒ
ャ
ク
エ
ン　

パ
リ　

ニ

チ
フ
ツ
ギ
ン
コ
ウ
エ　

オ
ク
ッ
タ　

ヘ
ン
マ
ツ　

ナ
カ
モ
ト　

タ
ツ
ノ
」

《
五
月
二
二
日
付
》「
サ
キ
ノ
デ
ン
ポ
ウ
ミ
タ

カ　

ヤ
マ
イ
オ
モ
イ　

ス
グ
カ
エ
レ　

ヘ
ン
マ

ツ　

ナ
カ
モ
ト　

タ
ツ
ノ
」

《
五
月
二
七
日
付
》「
チ
チ
モ
カ
エ
リ
ヲ
マ
ツ　

マ
ニ
ア
ワ
ネ
ド
モ　

ナ
ル
ベ
ク
ハ
ヤ
ク
カ
イ
レ

　

コ
ン
ゴ
ノ
ソ
ウ
ダ
ン
ア
リ　

ヘ
ン
マ
ツ　

タ

ツ
ノ
」

　

電
報
の
差
出
人
の
「
ナ
カ
モ
ト
」
と
は
義
理

の
父
親
に
あ
た
る
仲
本
昇
太
郎
、「
タ
ツ
ノ
」

と
は
東
大
教
授
の
辰た
つ

野の

隆ゆ
た
かを

指
し
ま
す
。
差
出

人
の
立
場
で
考
え
る
と
、
五
月
六
日
付
で
電
報

を
打
電
し
た
の
ち
、「
ヘ
ン
マ
ツ
（
信
太
郎
か

ら
の
返
事
を
待
つ
と

い
う
意
）」
と
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
信

太
郎
か
ら
の
反
応
が

な
い
た
め
、
不
審
に

思
い
二
二
日
付
で
再

度
打
電
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

父
の
危
篤
を
知
ら

せ
る
電
報
に
よ
り
、

信
太
郎
は
フ
ラ
ン
ス

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち　
　

第
⓭
回
　信
太
郎
の
フ
ラ
ン
ス
遊
学
事
情
と
三
通
の
電
報

※
本
欄
は
、
鈴
木
道
彦
著
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
の
誕

生
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
一
六
五
～
一
九

二
頁
の
記
述
を
参
照
し
ま
し
た
。
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小
学
校
展
示
見
学

「
郷
土
資
料
館
で
学
ぼ
う

　昔
の
く
ら
し
・
昔
の
道
具
」
実
施
報
告

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

◇
実
際
に
道
具
を
見
た
り
、
ふ
れ
た
り
す
る
機

会
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
。
学
芸
員
の
方
々
が
親

切
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。

　

本
な
ど
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
昔
の
道
具

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
学

芸
員
の
専
門
的
な
解
説
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

茶
の
間
の
再
現
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
児
童

全
員
を
畳
へ
あ
げ
て
見
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
残
念
だ
っ
た
、
と
の
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
展
示
空
間
の
な
か
で
、
暮
ら
し

の
再
現
展
示
を
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
工
夫
が

今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
降
、
初
め
て
の

学
校
連
携
事
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
郷

土
資
料
館
と
区
内
小
学
校
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
地
域
に
関
心
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う

な
展
示
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

（
担
当
一
同
）

�

謝
辞　

こ
の
た
び
は
た
く
さ
ん
の
小
学
校
に

ご
来
館
い
た
だ
き
、
ま
た
先
生
方
に
は
多
大

な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
郷
土　

岩
﨑
）

の
茶
の
間
の
再
現
展
示
や
、
火
の
し
、
炭
火
ア

イ
ロ
ン
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
と
い
っ
た
道
具
の
変へ

ん

遷せ
ん

の
展
示
の
他
に
も
、
豊
島
区
の
歴
史
や
郷
土

資
料
館
の
役
割
な
ど
を
学
芸
員
が
解
説
し
、

様
々
な
こ
と
を
熱
心
に
学
習
す
る
児
童
の
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
に
は
、「
も
っ
と

じ
っ
く
り
見
た
い
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
学
校

の
な
い
休
日
に
再
訪
す
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

見
学
後
に
行
な
っ
た
先
生
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
、
展
示
も
見
や
す
く
、

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

◇
三
年
生
の
メ
イ
ン
と
な
る
昔
の
道
具
、
移
り

変
わ
り
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。（
児
童
が
）
戦
争
に
つ
い

て
、
こ
ん
な
に
も
興
味
を
持
つ
も
の
だ
な
と
、

見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
月
の
限
ら
れ
た
期

間
で
の
受
付
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
区
内

小
学
校
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
き
、
計
一
二
校

が
来
館
し
ま
し
た
（
仰
高
小
学
校
、
豊
成
小
学

校
、
清
和
小
学
校
、
さ
く
ら
小
学
校
、
長
崎
小

学
校
、
千
早
小
学
校
、
池
袋
本
町
小
学
校
、
池

袋
第
一
小
学
校
、
朋
有
小
学
校
、
高
南
小
学
校
、

目
白
小
学
校
、
池
袋
第
三
小
学
校
、
以
上
計
七

八
六
名
）。

　

担
任
の
先
生
方
に
は
、
下
見
の
た
め
郷
土
資

料
館
へ
来
館
し
て
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
打
ち

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
各
学
校
の
児
童
数
や
学

習
進
度
に
合
わ
せ
、
見
学
内
容
を
決
め
て
い
き

ま
し
た
。
実
際
の
見
学
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代

　

例
年
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
小
学
校
三
年
生

が
社
会
科
学
習
「
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
」

の
単
元
を
学
ぶ
一
二
月
か
ら
翌
年
二
月
頃
に
合

わ
せ
、
昔
の
暮
ら
し
や
道
具
に
関
す
る
展
示
を

開
催
し
、
小
学
校
の
団
体
見
学
を
受
付
け
て
き

ま
し
た
。
郷
土
学
習
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

資
料
館
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
郷
土
の
歴
史
や

暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
関
心
を
持
ち
、
現
在

の
暮
ら
し
と
比
べ
な
が
ら
、
学
習
し
て
も
ら
う

た
め
で
す
。

　

今
年
度
も
、
昨
年
一
〇
月
一
日
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
開
催
し
た
企
画
展

「
学
び
と
暮
ら
し
」（
か
た
り
べ
一
二
六
号
参
照
）

の
展
示
見
学
を
中
心
と
し
た
、
小
学
校
の
団
体

常設展示室にて、豊島区の歴史や区内の遺跡で
出土した土器について解説しています。

レファレンスルームを模様替えして、実際の資
料を見せながら道具の変遷について説明してい
ます。

企画展示室にて、昔の暮らしや道具について説
明しています。「ちゃぶ台は、こんなふうにたた
んでしまうことができます」
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明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
東
京
市
一
五
区

の
成
立
以
降
、
人
口
増
加
と
都
市
化
の
進
展
に

よ
り
、
大
正
中
期
か
ら
東
京
市
域
の
拡か
く

張ち
ょ
う、
隣り
ん

接せ
つ

町
村
の
合
併
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
を

契
機
に
、
隣
接
五
郡
（
荏え

原ば
ら

郡
・
豊と

よ

多た

摩ま

郡
・

北き
た

豊と

島し
ま

郡
・
南み

な
み
あ
だ
ち

足
立
郡
・
南み

な
み
か
つ
し
か

葛
飾
郡
）
の
人
口

が
急
増
し
、
復
興
事
業
が
一
段
落
す
る
昭
和
五

（
一
九
三
〇
）
年
に
は
、
東
京
市
の
人
口
約
二
〇

七
万
人
、
五
郡
の
人
口
約
二
九
〇
万
人
に
達
し
、

行
政
区
域
を
越
え
た
都
市
活
動
が
営
ま
れ
る
一

方
で
、
上
下
水
道
、
病
院
な
ど
の
都
市
的
施
設

の
整
備
で
は
不ふ

均き
ん

衡こ
う

が
生
じ
、
市
と
隣
接
町
村

の
一
体
的
都
市
経
営
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
東
京
市
は
、
昭
和
六
年
八
月
に
臨
時

市
域
拡
張
部
を
設
置
し
、
隣
接
一
八
町
か
ら
八

四
町
村
ま
で
四
つ
の
合
併
案
を
提
示
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
町
村
側
は
隣
接
五
郡
八
二
町
村

の
合
併
を
要
望
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
東

京
府
知
事
は
内
務
大
臣
に
申
請
し
、
昭
和
七
年

五
月
二
四
日
、
五
郡
八
二
町
村
の
合
併
と
東
京

市
へ
の
編
入
が
決
定
し
ま
す
。

　

合
併
す
る
町
村
に
と
っ
て
、
新
し
い
区
の
編

成
と
名
称
を
ど
う
す
る
か
、
区
役
所
を
ど
こ
に

設
け
る
か
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で
し
た
。

　

豊
島
区
域
の
場
合
、
東
京
市
案
で
は
西
巣

鴨
・
高
田
・
長
崎
の
三
町
で
池
袋
区
と
し
、
巣

鴨
・
滝た
き

野の

川が
わ

の
二
町
で
滝
野
川
区
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
高
田
町
と
西
巣

鴨
町
は
東
京
市
の
小
石
川
区
に
接
し
、
市
と
近

郊
住
宅
地
と
の
連
絡
地
帯
と
し
て
、
都
市
計
画

道
路
の
既き

成せ
い

線
を
始
め
山
手
線
、
王
子
電
鉄
な

ど
交
通
の
利
便
は
非
常
に
よ
い
。
同
時
に
三
町

間
に
乗
合
自
動
車
が
関
連
し
て
三
角
関
係
的
交

通
か
ら
く
る
民
情
、
町
風
の
実
質
か
ら
し
て
も

一
区
を
形
成
す
る
合
理
性
が
つ
よ
い
。」

　

一
方
、「
巣
鴨
町
は
東
京
市
の
小
石
川
区
と

本
郷
区
と
に
隣
接
し
、
住
宅
地
と
し
て
特
別
に

発
達
し
て
人
口
密
度
も
市
内
山
の
手
各
区
と
大

差
は
な
い
。
ま
た
、
滝
野
川
町
は（
略
）巣
鴨
町

の
東
北
部
を
と
り
か
こ
む
よ
う
に
発
展
し
て
き

て
い
る
。
交
通
上
か
ら
す
る
と
、
二
町
と
も
最

も
恵
ま
れ（
略
）両
町
の
完
全
な
融ゆ
う

合ご
う

に
寄き

与よ

す

る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
。
た
だ
、
巣
鴨
町

と
西
巣
鴨
町
を
分
離
し
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
区
に

編
成
し
た
の
は
、
池
袋
区
、
三み

河か
わ

島し
ま

区
お
よ
び

王
子
区
の
編
成
上
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ

て
、
西
巣
鴨
町
を
同
一
の
区
に
属
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
理
由
は
少
な
く
、
む
し
ろ
、
交
通
そ

の
他
の
関
係
か
ら
は
滝
野
川
町
と
組
合
わ
す
こ

と
の
方
が
巣
鴨
町
に
と
っ
て
は
自
然
で
あ
る
」

と
、
交
通
の
利
便
性
を
優
先
し
た
案
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
長
崎
・
高
田
の
両
町
と
西
巣

鴨
町
民
有
志
は
、
三
町
で
一
区
を
編
成
す
る
東

京
市
案
を
支
持
し
ま
す
が
、
区
名
に
関
し
て
は

長
崎
・
高
田
両
町
は
目
白
区
、
西
巣
鴨
町
民
は

池
袋
区
を
支
持
し
、
区
役
所
に
つ
い
て
は
長
崎

町
と
西
巣
鴨
町
民
は
池
袋
駅
付
近
を
、
高
田
町

は
高
田
町
役
場
を
主
張
し
ま
し
た
。
一
方
、
西

巣
鴨
町
長
は
西
巣
鴨
・
巣
鴨
・
高
田
・
長
崎
の

四
町
で
豊
島
区
と
し
、
区
役
所
を
池
袋
駅
付
近

に
置
く
こ
と
を
請
願
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
府
知
事
は
、
三
町
を
目
白
区
と
す
る

等
の
変
更
案
を
諮し

問も
ん

し
、
こ
れ
に
対
し
巣
鴨
町

で
は
巣
鴨
・
西
巣
鴨
両
町
の
不ふ

分ぶ
ん

割か
つ

を
要
望
し
、

滝
野
川
町
は
一
町
で
一
区
の
編
成
を
主
張
す
る

な
ど
、
様
々
な
陳ち
ん

情じ
ょ
うが
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
警
察
・
郵
便
・
氏う

じ

子こ

組
織
な

ど
の
管か
ん

轄か
つ

地
域
を
尊
重
し
、
巣
鴨
・
西
巣
鴨
・

高
田
・
長
崎
の
四
町
で
豊
島
区
と
す
る
こ
と
で

決
定
し
ま
し
た
が
、
豊
島
区
は
最
も
揉も

め
、
変

更
が
多
か
っ
た
区
の
一
つ
で
し
た
。
区
名
の
豊

島
は
北
豊
島
郡
の
名
を
残
す
た
め
に
採
用
さ
れ
、

区
役
所
は
、
区
の
中
心
で
、
池
袋
駅
近
く
の
荒あ
ら

玉た
ま

水
道
組
合
役
場
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
昭
和
七
年
一
〇
月
一
日
、
豊
島
区

を
含
む
東
京
市
三
五
区
の
「
大
東
京
」
が
成
立

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
大

都
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

新
二
〇
区
の
宣
伝
を
か
ね
た
名
所
案
内
の
絵
は

が
き
が
多
数
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
に
は

「
巣
鴨
区
」
と
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
当
時

の
混
乱
ぶ
り
が
窺う
か
がえ
ま
す
。�

（
郷
土　

横
山
）

� �【
参
考
】『
東
京
百
年
史
』
第
五
巻
、
一
九
七
九
年
／

『
豊
島
区
史
』
通
史
編
二
、
一
九
八
三
年

大東京完成記念（乙）記念スタンプ用絵はがき（東京
市発行）「新大東京区分図」　下谷郵便局の記念印が押
されている。上下とも大木殖夫氏寄贈

「新大東京編入二十区」
9番が豊島区
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二
月
六
日
か
ら
三
月
二�

五
日
ま
で
、
豊
島
区

が
所
蔵
す
る
美
術
作
品
を
展
観
す
る
展
示
と
し

て
美
術
分
野
に
よ
る
企
画
展
「
ア
ト
リ
エ
の
と

き
へ　

10
の
小
宇
宙
」
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
公
開
に
向
け
て
の
べ
五
日
間
か
け
て
の
設

営
と
な
り
ま
し
た
。
美
術
の
展
示
作
業
に
は
国

内
の
学
芸
員
で
共
有
さ
れ
る
決
ま
っ
た
工
程
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
裏
側
、
美
術
展
の
展
示
設
営
作
業
を
ご
案

内
し
ま
し
ょ
う
。

　

展
示
ケ
ー
ス
を
残
し
て
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
企

画
展
示
室
（
図
１
）。
こ
こ
に
絵
画
を
か
け
る

た
め
の
壁
を
増
設
し
ま
す
（
図
２
）。
学
芸
員

が
作
っ
た
配
置
の
設
計
を
元
に
、
会
場
設
営
の

造
作
は
美
術
展
設
営
専
門
の
業
者
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。（
図
３
）
で
は
建
て
ら
れ
た
壁
に

壁
紙
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
壁
に
か
け
る
作

品
が
際
立
つ
よ
う
に
、
ま
た
は
展
示
の
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
壁
紙
の
色
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

い
ま
す
。
壁
の
制
作
が
終
わ
る
と
、
次
は
い
よ

い
よ
展
示
作
品
の
登
場
で
す
。
ま
ず
室
内
の
壁

面
に
沿
っ
て
、
予
定
の
位
置
に
作
品
を
並
べ
ま

す
（
図
４
）。
い
き
な
り
固
定
し
な
い
の
は
、

壁
に
か
け
た
り
（
図
５
）
台
座
や
展
示
ケ
ー
ス

に
置
い
て
（
図
６
）、
見
や
す
い
位
置
か
、
作

品
と
作
品
の
間
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
配
置
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
で
す
。
例
え
ば
絵
画
は

身
長
一
五
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
人
が
前
に
立

つ
時
、
中
心
に
目
線
が
来
る
よ
う
に
、
作
品
を

壁
か
け
す
る
の
が
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
固

定
の
際
に
は
、
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
作
品

を
傷
め
ぬ
よ
う
に
、
テ
グ
ス
や
フ
ェ
ル
ト
な
ど

を
使
い
、
地
震
な
ど
に
よ
る
転
倒
や
落
下
で
の

作
品
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
丁
寧
に
固
定
し
て

い
き
ま
す
。
作
品
が
水
平
に
な
っ
て
い
る
か
、

水
平
器
で
チ
ェ
ッ
ク
（
図
７
）。
こ
れ
で
位
置
が

確
定
し
ま
す
。
今
回
は
絵
の
展
示
に
天
井
か
ら

下
が
る
ワ
イ
ヤ
ー
フ
ッ
ク
を
使
用
し
て
い
る
の

で
、
絵
が
揺
れ
な
い
よ
う
ワ
イ
ヤ
ー
を
壁
面
に

タ
ッ
カ
ー
で
固
定
し
て
い
ま
す
（
図
８
）。
最

後
に
、
室
内
の
照
明
の
照
度
を
設
定
し
ま
す
。

室
内
全
体
の
明
る
さ
、
作
品
ご
と
に
当
た
る
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
向
き
を
決
め
、
照
度
計
で
明

る
さ
を
確
認
し
ま
す
（
図
９
）。
作
品
が
光
に

よ
っ
て
劣
化
し
な
い
程
度
の
明
る
さ
に
合
わ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
美
術
作
品
の
展
示
の
場
合
、

鑑
賞
者
に
と
っ
て
見
や
す
く
、
ま
た
作
品
に
と
っ

て
負
担
に
な
ら
な
い
（
室
内
を
作
品
に
最
良
の

温
湿
度
に
整
え
る
な
ど
も
）、
こ
の
二
つ
の
条
件

を
両
立
さ
せ
る
よ
う
に
注
意
を
払
い
展
示
を
組

立
て
て
い
ま
す
。
事
前
の
調
査
研
究
、
作
品
の
選

定
や
図
録
執
筆
、
会
場
構
成
案
な
ど
は
学
芸
員

が
主
に
担
う
部
分
で
す
が
、
展
示
の
完
成
に
は
、

学
芸
員
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
て
く
だ
さ
る
設
営

業
者
の
協
力
も
多
大
で
す
。�

（
美
術　

堀
口
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
お
仕
事  

 

展
示
設
営
編

図3 壁紙の貼付図6 作品の設置図9 照度の確認

図8 ワイヤーフックの固定

図7 水平を確認

図5 作品の壁かけ

図4 作品を予定位置に配置

図1 空っぽの企画展示室

図2 壁の増設
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『
か
た
り
べ
』
一
二
七
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
本
年
度
も
最
終
号
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
号
は
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
の
開
館
、

小
学
校
の
団
体
見
学
、
美
術
分
野
の
企
画

展
と
紙
面
の
半
分
が
事
業
報
告
の
記
事
と

な
り
ま
し
た
。
連
載
の
続
き
を
期
待
さ
れ

て
い
た
方
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
事
業
が
展
開
す
る

こ
と
が
出
来
、
皆
様
と
の
接
点
が
多
様
に

設
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
信
太
郎
記
念
館
の
開
館
を
も
っ

て
、
郷
土
資
料
館
、
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師

館
と
併
せ
て
三
館
で
の
運
営
体
制
と
な
り

ま
す
。
次
年
度
に
は
記
念
館
開
館
記
念
事

業
と
し
て
講
演
会
な
ど
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
記
念
館
、
資
料
館
、

旧
宣
教
師
館
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
ご
期
待

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

＊�

郷
土
資
料
館
は
、
３
月
26
日
（
月
）
か
ら

４
月
12
日
（
木
）
ま
で
展
示
替
え
の
た
め

臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。
４
月
13
日
（
金
）

か
ら
は
郷
土
に
よ
る
収
蔵
資
料
展
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
の
間

お
待
ち
く
だ
さ
い
。�

（
編
集　

上
田
）

かたりべ
No.127

・
2018年3月23日

・
豊島区立郷土資料館

・
東京都豊島区西池袋2-37-4
としま産業振興プラザ７階

・
電話�03-3980-2351

URL:http://www.city.toshima.
lg.jp/bunka/shiryokan

は
、
後
輩
の
石い
し

川か
わ

啄た
く

木ぼ
く

ら
と
回
覧
雑
誌
を
作
っ

た
り
、「
菫き
ん

舟し
ゅ
う」
の
名
で
俳
句
を
詠
み
『
ホ
ト

ト
ギ
ス
』
な
ど
に
投
句
し
て
い
ま
し
た
。

　

胡
堂
の
執
筆
活
動
へ
の
情
熱
は
、
一
九
一
二

（
明
治
四
五
）
年
に
報
知
社
（
後
の
報
知
新
聞

社
）
入
社
後
は
記
者
の
仕
事
に
注
が
れ
ま
す
。

【
豊
島
区
で
の
生
活
】

　

胡
堂
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
か
ら
一
九
二

八
（
昭
和
三
）
年
ま
で
、
高
田
町
大
字
雑
司
ヶ

谷
字
亀
原
（
現
・
雑
司
が
谷
一
丁
目
）
に
居
を

構
え
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
三
〇
代
半
ば
か

ら
四
〇
代
半
ば
の
働
き
盛
り
の
頃
で
、『
報
知
新

聞
』
に
「
時
事
川
柳
」
欄
を
設
け
た
り
、
大
正

天
皇
崩ほ
う

御ぎ
ょ

の
際
に
一
面
記
事
を
担
当
し
た
り
と

新
聞
社
で
の
仕
事
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
処
女
小
説
「
二に

萬ま
ん

年ね
ん

前ま
え

」（
一

九
二
二
年
）
を
新
聞
連
載
し
た
り
、
胡
堂
の
も

う
一
つ
の
顔
で
あ
る
レ
コ
ー
ド
音
楽
評
論
家

「
あ
ら
え
び
す
」
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
り
と
い
っ
た
、
そ
の
後
の
活
動
に
つ
な

が
る
重
要
な
時
期
を
豊
島
区
で
過
ご
し
ま
し
た
。

【
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
の
結
成
】

　

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
捕
物
小
説
の

親
睦
団
体
「
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
ま

す
。
会
長
は
野
村
胡
堂
が
務
め
、
当
初
は
七
六

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。「
捕
物
ま
つ
り
」
の

開
催
や
『
名
作
捕
物
小
説
集
』（
岩
谷
書
店
）
の

刊
行
な
ど
、
捕
物
小
説
の
発
展
に
寄
与
し
、
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
結
成
の
背
景
に
は
、

当
時
「
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
」
の
会
長
だ
っ
た
江

戸
川
乱
歩
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　

乱
歩
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
か
ら
三

二
年
間
池
袋
に
居
住
し
て
お
り
、
戦
後
、
乱
歩

邸
に
集
ま
る
仲
間
た
ち
と
、
一
九
四
七
（
昭
和

二
二
）
年
に
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
捕
物
作
家
が
加
入
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
気
に
し
て
い
た
乱
歩
は
、
横よ
こ

溝み
ぞ

正せ
い

史し

や
城
じ
ょ
う

昌ま
さ

幸ゆ
き

に
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
を
作
る
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。

　

捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
結
成
が
決
ま
っ
た
折
に
は

乱
歩
は
「
御
手
紙
有
難
う
存
じ
ま
し
た　

捕
物

作
家
ク
ラ
ブ
成
立
の
機
運
大
慶
に
存
じ
ま
す
、

横
溝
君
よ
り
も
一
寸
そ
の
事
を
聞
い
て
喜
ん
で

ゐ
た
所
で
す
」（
一
九
四
九
・
三
・
二
二
日
付
）

と
記
し
た
書
簡
を
胡
堂
に
送
り
、
そ
の
喜
び
を

伝
え
て
い
ま
す
。�

（
文
学
・
マ
ン
ガ　

安
達
）

　豊
島
区
で
は
、
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
著
名
な
作
家

た
ち
が
暮
ら
し
、
集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
大
衆
文
学
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、
童

謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
わ
た

り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
作
家
だ
け
で
も
百
名
以
上

に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の
作

家
ひ
と
り
ひ
と
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

時
代
小
説
家　

野の

村む
ら

　胡こ

堂ど
う

�

（
一
八
八
二
―
一
九
六
三
）　

【
胡
堂
の
生
い
立
ち
】 

　

　
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
か
ら
二
六
年
間
に
わ

た
り
、
全
三
八
三
編
の
物
語
が
紡つ

む

が
れ
た
「
銭

形
平
次
捕と
り

物も
の

控ひ
か
え」。
度
々
映
像
化
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
大
衆
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
ま
し
た
。

そ
の
作
者
で
あ
る
野
村
胡
堂
は
、
岩
手
県
紫し

波わ

郡ぐ
ん

大お
お

巻ま
き

村む
ら

（
現
・
紫
波
町
大
巻
）
に
て
生
を
受

け
ま
し
た
。
自
宅
の
蔵
に
あ
っ
た
多
数
の
書
物

を
読
ん
で
育
ち
、
岩
手
県
尋
常
中
学
在
学
時
に
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豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
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